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　聖徳太子が定めた十七条憲法にも使われている「和を以って貴
しと為す」は「この世では人が仲良くすることが最も大切なこと

である」という意味です。また、『論語』には「和して同ぜず」とい
う言葉があります。｢人と争わず仲よくすることは大切だが、自分の
意見をしっかり持ち、むやみに調子を合わせたり、道理に反したこと
に賛成したりしない」という意味です。責任を持って自分の意見を述
べながらも、相手の個性や意見を尊重し、建設的・平和的に物事を運
んでいくところに「和」の精神の真価が発揮されるのです。この精神
は、近年のサッカーや野球などのスポーツに見られる日本代表チーム
の選手からも感じることができます。普段は
異なるチームとして対戦する選手が「ジャパ
ン」というチームのために切磋琢磨し、それ
ぞれの役割を考え協力していくことで、大き
な力が生まれるのです。｢和」の精神を持っ
て結束する姿は、私たちにその大切さを再認
識させてくれます。

－｢和」について－

津山市青少年育成センター
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台
風
の
後
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
だ
と
い
う
人
が
訪
ね
て

来
ま
し
た
。
無
料
で
家
の
構
造
を
点
検
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
点

検
の
後
「
屋
根
と
壁
に
修
理
が
必
要
だ
」
と
言
っ
て
７
０
０
万
円

の
見
積
も
り
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。「
放
っ
て
お
く
と
、
修
理
に

数
千
万
円
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
、
怖
く
な
り
契

約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
工
事
が
完
了
し
て
か
ら
、
工
事
の
内
容

が
と
て
も
粗
雑
で
ほ
と
ん
ど
意
味
の
な
い
も
の
だ
と
分
か
り
、
改

善
し
て
も
ら
お
う
と
し
ま
し
た
が
業
者
と
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。
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Vol.13 津山餃子 全国
ぎょうざ

餃子サミット
　　＆全国餃子まつりに参加
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全
国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
と
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『
全
国
餃
子
サ
ミ
ッ
ト
』
は
ご
当

地
餃
子
で
地
域
お
こ
し
を
行
う
団

体
が
一
同
に
会
し
、
意
見
交
換
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
昨
年
初
め

て
行
わ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
団
体
を
国
に
見
立

て
Ｇ
７
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
10
月
21
日
㈮
三
重
県
津
市
で

開
催
し
、
津
山
餃
子
も
初
参
加
。

Ｇ
10
（
10
カ
国
）
の
サ
ミ
ッ
ト
に

な
り
ま
す
。

★
全
国
餃
子
ま
つ
り

　
10
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰
に
は
同

市
で
『
全
国
餃
子
ま
つ
り
』
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
参
加
10

カ
国
の
ご
当
地
餃
子
と
津
餃
子
の

25
店
舗
が
出
店
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
売
上
の
一
部
は
東
日
本
大
震

災
の
支
援
金
と
な
り
ま
す
。

★
津
山
餃
子
に
新
商
品

　
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
な
ど

を
通
じ
て
、
津
山
餃
子
を
Ｐ
Ｒ
す

る
部
隊「
津
山
餃
子
お
知
ら
せ
隊
」

が
新
た
な
津
山
餃
子
を
開
発
し
ま

し
た
。
そ
の
名
も
津
山
餃
子
「
こ

が
ね
餃
子
」
で
す
。
小
麦
の
色
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
黄
金
色
を
連
想

す
る
具
材
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
黄
ニ
ラ
、
巨
大

胚
芽
米
は
い
い
ぶ
き
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
」、
津
山 

し
ょ
う
が

生
姜
、
津
山
黒
豚

（
津
山
黒
豚
は
食
品
の
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
・
金
星
賞
を
受
賞
）

な
ど
で
す
。
野
菜
の
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
し
た
食
感
と
黒
豚
の
ジ
ュ
ー
シ

ー
さ
が
マ
ッ
チ
し
た
味
わ
い
で
す
。

　
津
山
餃
子
の
目
的
は
、
津
山
産

小
麦
の
産
地
を
形
成
す
る
こ
と
と

地
元
産
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
安

全
・
安
心
な
餃
子
を
皆
さ
ん
に
提

供
す
る
こ
と
で
す
。
津
山
餃
子
の

知
名
度
が
全
国
で
も
上
が
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
を
頑
張
り
ま
す
。

　｢和の心」は私たち日本人が先人から受け継ぎ、大切にして
きたものだと思います。現在の日本で「和の心」は例えばどう
いう所に見られますか？

　
近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
を
受
け
て
、
住
宅
の
耐
震
補
強
な

ど
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
を
装
っ
て
手
抜
き
工
事
を
行
う
「
リ
フ
ォ

ー
ム
詐
欺
」
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

１　
業
者
は
５
０
０
万
円
以
上
の
仕
事
を
受
注
す
る
場
合
、
建
設
業

の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
証
の
提
示
を
求
め
ま
し
ょ
う

２　
業
者
は
訪
問
販
売
で
契
約
す
る
場
合
、
契
約
内
容
を
細
か
く
明

ら
か
に
し
た
書
面
を
交
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
書
面
が
交
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
し
ま
し
ょ
う

３　
訪
問
販
売
で
の
契
約
な
ら
契
約
書
を
受
領
し
た
後
、
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す

４　
早
々
に
契
約
し
な
い
で
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、

よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う

　
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
被
害
が
大
き
く
な
る
前
に
市
民
相
談
室

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Vol.35津山の食材を食卓に
【材料（４人分)】
米…２合、酒…大さじ１、
薄口しょうゆ…大さじ１、塩…小さじ1/5、新ショウガ60g、油あげ
…1/2枚、黒ゴマ…少々
【作り方】
❶米は洗い、ざるに上げておく
❷新ショウガは皮をむき、細い千切り
　にする
❸油あげは油抜きし、細く切る
❹炊飯器に米、水、調味料を入れ、定
　量の水加減にし②、③を入れ普通に
　炊く
❺炊き上がったらさっくりと混ぜて茶碗に盛り、黒ゴマをふる

エネルギー 298kcal、たん
ぱく質 6.8ｇ、脂質 3.4ｇ、
塩分1.0ｇ
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津
山
餃
子
の
情
報
は
、
ブ
ロ
グ
を

見
て
ね
！

http://tsuyam
agyouza.sblo.jp/

新ショウガのごはん

１人当たり栄養価

　津山はショウガの生産も盛ん
です。今が旬の新ショウガを使
ったごはん。新ショウガの爽や
かな香りと辛みを楽しみましょ
う。

問い合わせ先　健康増進課332-2069毎月19日は食育の日

　ショウガは
体を温める効果が
あります


